
文
化
課
（
�
内
線
4
7
1
）
 

問 

Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
中

開
催
中 

Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
開
催
中 
恐
竜
恐
竜
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
練
習
練
習
に
熱 
恐
竜
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
練
習
に
熱 
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試
験
区
分
と
採
用
予
定
人
員
▼

一
般
職

◆
事
　
務
　
１
人

◆
土
　
木
　
１
人

◆
消
　
防
　
１
人

※
採
用
予
定
人
員
は
変
更
に
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

受
験
資
格
▼
◎
下
表
の
と
お
り
。

受
付
期
間
▼
7
月
２５
日（
月
）〜
8
月
２５
日

（
木
）
午
前
8
時
３０
分
〜
午
後
5
時
１５

分
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

申
込
方
法
▼
市
役
所
交
付
の
「
試
験
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
秘

書
・
広
報
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
で
「
試
験
申
込
書
」
を
請
求
す
る

場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用
試

験
申
込
書
請
求
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
の
際
、
返
信
用
封
筒
（
１２０
円

切
手
を
貼
り
表
に
宛
先
を
明
記
し
た
角

2
号
封
筒
﹇
３３
cm
×
２４
cm
﹈）
を
必
ず
同

封
し
て
く
だ
さ
い
。

第
一
次
試
験
日
▼
9
月
１８
日（
日
）

午
前
9
時
か
ら

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館

内
　
容
▼
教
養
試
験
（
公
務
員
と
し
て
必

要
な
知
識
に
つ
い
て
の
択
一
式
の
筆
記

試
験
）

※
第
2
次
試
験
に
つ
い
て
は
、
第
1
次

試
験
合
格
者
に
対
し
て
通
知
し
ま
す
。

〒
9
1
1
ー

8
5
0
1

勝
山
市
元
町
１
丁
目
１
ー

１

勝
山
市
市
長
公
室
秘
書
・
広
報
課
職
員

グ
ル
ー
プ
（
�
内
線
2
1
6
）

試験
区分

受験資格、要件（学歴は問わない）
性別

事　務

土　木

消　防

資格、免許等

問わない

土木に関する専門技術を有する者また
は平成18年3月31日までにその知識の習
得が見込まれる者

普通自動車運転免許を有する者または
平成18年3月31日までにその免許の取得
が見込まれる者

生年月日

（下記の期間に
生まれた者）
昭和52年4月2日

昭和63年4月1日

男
女
を
問
わ
な
い

※成年被後見人、被保佐人、そのほか欠格事項に該当するかたは受験できません。

勝
山
市
職
員
採
用
試
験
の
案
内

平
成
１７
年
度
勝
山
市
職
員
採
用
候
補
者
試
験
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

試験区分および採用予定人員 申
・
問

〜

6
月
１
日
か
ら
毎
週
、
奥
越
地
域
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
内
で
Ｉ
Ｔ
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

静
止
画
や
動
画
、
音
楽
、
Ｃ
Ｇ
の
編
集

方
法
な
ど
を
学
び
、
１０
月
３０
日
の
Ｉ
Ｔ

文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
本
番
で
制
作
し

た
作
品
を
発
表
し
て
も
ら
う
も
の
で

す
。現

在
、
市
民
を
中
心
に
、
１０
グ
ル
ー

プ
の
参
加
者
が
、
お
よ
そ
週
2
回
の
実

技
を
行
っ
て
い
ま
す
。

6
月
は
講
師
に
よ
る
各
技
術
の
指
導

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
ほ
と

ん
ど
が
初
め
て
触
れ
る
ソ
フ
ト
に
四
苦

八
苦
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

7
月
か
ら
は
、
自
主
制
作
を
中
心
に

構
想
を
練
っ
て
作
品
を
仕
上
げ
て
い
き

ま
す
。

昨
年
１１
月
に
国
民
文
化
祭
プ
レ
大
会

で
好
評
を
得
た
恐
竜
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

が
、
今
年
の
１０
月
２９
日
の
本
番
に
ス
ケ

ー
ル
ア
ッ
プ
し
て
帰
っ
て
き
ま
す
。

6
月
１８
日
に
は
、
勝
山
市
中
学
校
連

合
音
楽
祭
に
賛
助
出
演
し
て
、
大
き
な

拍
手
を
受
け
ま
し
た
。

制
作
ス
タ
ッ
フ
は
昨
年
と
同
様
、
振

付
は
坪
田
律
子
先
生
、
歌
唱
指
導
は
松

村
勇
先
生
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

歌
や
ダ
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
、
脚
本
も

よ
り
楽
し
い
内
容
に
変
更
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
出
演
者
も
増
え
、
現
在
、

土
曜
日
に
市
民
会
館
で
練
習
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
本
番
に
向
け
、
ま
す

ま
す
厳
し
い
練
習
を
積
ん
で
、
感
動
を

与
え
る
上
演
を
め
ざ
し
ま
す
。

ＩＴセミナー（静止画編集）の様子

坪田先生から指導を受ける出演者

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？ 

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度 

ご
存
じ
で
す
か
？ 

　
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度 

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？ 

　
「
特
別
障
害
給
付
金
制
度
」

　
「
特
別
障
害
給
付
金
制
度
」 

ご
存
じ
で
す
か
？ 

　
「
特
別
障
害
給
付
金
制
度
」 

高齢受給者証（国保）、老人医療受給者証をお持ちのかたへ 
　毎年8月１日で、前年度の所得に応じて負担区分の見直しを行います。 
　医療機関での一部負担金の割合は、＊一定以上所得者は2割で、
一般の方は１割となります。〔＊一定以上所得者　前年度の課税所得（各
種控除後）が年額145万円以上の70歳以上のかたまたは老人医療
対象者、および同じ世帯の70歳以上のかたまたは老人医療対象者。
ただし、その世帯の上記該当者の年収が合計621万円未満（該当者
が１人の世帯では年収484万円未満）の場合は、申請により１割負
担となります。〕 

「国民健康保険　高齢受給者証」（茶色）をお
持ちのかたへ 
　有効期限が、平成17年7月31日となってい
ます。新証は、7月下旬に郵送させていただき
ます。 
「老人医療受給者証」（白色）をお持ちのかたへ 
　負担区分が変更になった場合のみ、新証を7
月下旬に郵送させていただきます。 

入院されているかた（入院される予定のあるかた）へ 
　市民税非課税世帯で、国民健康保険加入のかた、および老人医療
に該当するかたは、入院中の一日当たりの食事代が減額されます。（70
歳以上および老人医療対象者のかたは、入院中の一部負担金につい
ても減額されます。）該当するかたは、申請をしてください。申請す
ると「標準負担額減額認定証」（70歳以上または老人医療対象者の
かたは「限度額適用・標準負担額減額認定証」）が交付されます。 

＊1　同一世帯の世帯主と国保被保険者が市民税非課税のかた。ただし、老
人医療に該当する場合は、世帯全員が市民税非課税のかた。 

＊2 市民税非課税世帯で、世帯員の所得が一定基準に満たないかた。 

申請の方法 
　申請をした月の初日からの対象となります。
該当するかたは、下記のものを持参してお早
めに手続きをしてください。すでに、認定証
をお持ちのかたは、有効期限が7月31日ま
でとなっています。引き続き入院される場合
は、更新の手続きが必要です。 
必要なもの（申請用紙は市役所にあります） 
　保険証 
　医療機関の領収書 
　（入院中のかた） 

市民生活課 国保年金グループ（�257・258） 

780円 
650円 
500円 
300円 

入院時の一日当たりの 
食事代（標準負担額） 

市民税非課税世帯 
（低所得Ⅱ＊1） 

90日までの入院 
過去１２か月で９０日を超える入院 

区　　　　　　　分 

一定以上所得者・一般の被保険者 

市民税非課税世帯　（低所得Ⅰ）＊2
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国
民
年
金
は
、
２０
歳
か
ら
６０
歳
に
な
る
ま
で
の

４０
年
間
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
間
に
は
、
経
済
的
な
理
由
で
ど
う
し

て
も
保
険
料
を
納
め
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
本
人
の
申
請
に

よ
り
承
認
さ
れ
れ
ば
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
申
請
免
除
」
と

い
い
ま
す
。

注
）
な
お
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
被
保
険
者
本
人
だ
け
で
な
く
、
配
偶
者
・

世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得
も
対
象
と
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
前
年
所
得
を
申
告
さ
れ
て
い
な

い
か
た
は
、
免
除
の
該
当
に
な
り
ま
せ
ん
。

２０
歳
代
の
か
た
は
、
本
人(

配
偶
者
を
含
む)

の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
月
々
の
保
険
料
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。（
こ
れ

ま
で
は
、
所
得
が
一
定
額
以
上
の
世
帯
主(

親

な
ど)

と
同
居
し
て
い
る
場
合
に
は
保
険
料
免

除
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。）

ま
た
仮
に
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態

が
生
じ
た
と
き
に
、
そ
の
月
の
前
々
月
以
前
の
１

年
間
に
保
険
料
の
未
納
が
あ
る
と
障
害
基
礎
年

金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
免
除
制
度
の
承
認
を
受
け
て
い

る
期
間
は
、
未
納
の
扱
い
と
は
な
り
ま
せ
ん
の
で

万
一
の
時
に
も
安
心
で
す
。

免
除
さ
れ
る
期
間
は
、
翌
年
の
6
月
ま
で
と
な

り
ま
す
。

免
除
さ
れ
た
期
間
の
年
金
額
は
、
老
齢
基
礎
年

金
を
受
け
る
た
め
の
期
間
と
し
て
計
算
さ
れ
ま
す

が
年
金
額
は
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

全
額
免
除
―
保
険
料
を
全
額
納
め
た
場
合
の
3

分
の
1

半
額
免
除
―
保
険
料
を
全
額
納
め
た
場
合
の
3

分
の
2

（
た
だ
し
、
残
り
の
半
額
分
の
保
険

料
を
納
め
た
場
合
に
限
り
ま
す
。）

納
付
猶
予
―
年
金
額
に
は
反
映
し
ま
せ
ん

免
除
（
猶
予
）
申
請
を
さ
れ
る
か
た
は
、
市
役

所
市
民
生
活
課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の

印
鑑
、（
失
業
し
た
場
合
は
離
職

票
の
コ
ピ
ー
）

こ
の
制
度
は
、
国
民
年
金
へ
の
加
入
が
任
意
だ

っ
た
た
め
に
加
入
せ
ず
障
害
を
負
い
、
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
人
に
特
別
障
害
給
付
金
を

支
給
す
る
も
の
で
す
。

対
象
者
は
、
①
平
成
3
年
3
月
以
前
の
国
民
年

金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
学
生
②
昭
和
６１
年
3

月
以
前
の
国
民
年
金
任
意
加
入
対
象
で
あ
っ
た
厚

生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
た
か
た
の
配
偶
者
で
、

任
意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
中
に
生
じ
た
傷

病
が
、
現
在
障
害
基
礎
年
金
の
1
・
2
級
相
当
の

障
害
の
状
態
に
あ
る
か
た
で
す
。

給
付
金
の
支
給
は
、
請
求
書
を
受
付
し
た
月
の

翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
の
で
、
給
付
金
を
請
求
さ

れ
る
か
た
は
、
早
急
に
請
求
の
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
の
問
合
せ
先

福
井
社
会
保
険
事
務
所（
福
井
厚
生
年
金
会
館
裏
）

�
0
7
7
6
ー
２３
ー
1
0
0
2

福
井
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー(

福
井
放
送
会
館
6
階)

�
0
7
7
6
ー
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1
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